
「学校における業務改善」

効果が期待される取組
・定時退校日・ノー部活デーを毎週水曜日に設定する。
・各種委員会を校時表に組み込むなど，校時表の工夫をする。

実施前の課題 実施後の成果

・勤務時間を考慮した諸会議 ・職員の時間の使い方に対す
の時間設定ができていなかっ る意識が高まってきている。
た。

・ノー残業デーは定着し，残
・部活動に対する期待感が根 業時間の大幅な減少につなが
強くあり，休養日の設定がな っている。
かなかできなかった。また，
保護者も各種大会への出場を ・部活動の休養日や大会出場
求める声が強くあった。 回数等について、ＰＴＡ等で

説明することで理解を得るこ
とができた。

校時表の工夫！

水曜日！

部活動！

今後の課題，計画
○適正な勤務時間の管理を行いながら，深い学びを実現させるために，いかにして研究実
践を重ねていくか。

校時表に，学年部会や各種委員会を
組み込んでいる。放課後は，教材研
究等の時間にあてている。

毎週木曜日をアクティブ校時とし，1校
時の授業スタートを通常より20分早め
ている。そのことで生み出された放課
後の時間に，職員研修・全体研究会
（研究公開に向けた研修）を実施して
いる。全体研究会の中で，教科部会の
時間を多くとれることから，教科内の
共通理解が十分図られている。

毎週水曜日をノー部活デー・
定時退校日としている。この
ことを，ＰＴＡ等を利用して
保護者にも周知している。Ｐ
ＴＡや部活動の保護者会も水
曜日には入れないことで共通
理解している。

年度初めの職員会議で，３つのことを共
通理解した。①休養日の設定 ②水曜日
をノー部活動デーとする ③大会への年
間出場回数を最大９回とする


